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1.研究テーマと理科授業のかかわり

理科の授業は,子どもたちが直接自然事象にはたらきかける活動の過程を通して,ねらいとす

る三つの柱,「自然認識を深める」「自然を調べる能九態度を育てる」「自然を愛する心情を育て

る」へ迫る営みである。

その際,子どもたちが,興味,関心をもって意欲的に操作活動や,思考を通してはたらきかけ

それによって得たイメージ,情報を,動作,文字,言語,絵,造形などによって表現しながら概

念形成をしていく多様な広がりのある活動が基礎となる。

また,,こうした幅広い自然に対する直接的な活動の繰返し,積み上げを通して,より深い自然

認識,概念形成,問題解決能力,科学的な態度へと深化,統合していくためのプロセスが基本と

いえよう。

この両者は,子どもたちの活動の連続によってつながりをもつものである。理科授業の構成に

あたって,活動の連続を支える基礎となる学習意欲即ち「やる気」を,どのような手段を通して

喚起させるかが重要課題となる。

「やる気」を喚起するためには,諸々の条件整備が必要である。子どもの実態の把握,自然事

象との出会いの場の工夫,教材,教具の開発,工夫,授業形態など,多角的な視点から条件を整

えていく必要があるが,中でも,学習において,「めあて」がもてるかどうかということは,やる

気をもつ上で,大きな要因と考えられる。個々の子どもたちがそれぞれに目的をもって活動を展

開するのとそうでないのでは意欲の高まり,身につく生きた学力の定着度において大きな差があ

るであろうことは明確である。

そこで,本年度は数ある意欲喚起のための諸条件を大馴こしながら,特に「学習のめあてをど

のようにもたせるか」に視点をあてて研究を推進してきた。

2.学習活動の連続と「めあて意識」

学習活動は,学習課題設定の活動と,学習課題解決の活動に大きく二分することができる。学

習課題は指導目標と表裏一体の関係にあり,系統的,計画的に設定されるものであって,子ども

たち自身,自力で設定できる性格のものではない。しかしながら,子どもたちの実態もふまえず

教師が一方的におしつけた学習課壇のもとでは,子どもたちの主体的,意欲的な学習活動の展開

は望めないし,自ら進んで学びとろうとする態度の育成にもつながらない。

そこで,授業の実際においては,子どもたちのこれまでの学習経験を考慮し,実態の上に立っ

て,子どもたちの興味,関心を誘発できる自然事象との出会いの場を工夫する。その出会いの場

が,子どもたちの実態に適してものであり,先行経験や既有の意識では解決できない疑問を含ん

でいれば,そのことを調べてみたいという欲求にかりたてられることになるであろう。

このように,教師の側から意図的に学習課題を設定する場を構成しても,子どもたち自身が,

それぞれ自分の先行経験,既有の知識に照らして,学習のねらいをつかむことができれば,学習

活動は,意欲的,主体的なものとなり,自ら学ぶ態度の育成にもつながるのではないかと考える。

こう`した学習課題設定の活動において子どもたち自身が自分で見つけたという意識をもち,子

どもたち自身のことばで学習課題を表現するとき,それを「学習のめあて」と定義づけることに

している。
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・場の設定 にあたっては, 了 どもの実態 を.把握 し、

た上で, 興味 ,.関心 を誘発す るノと思われ る事象 と

の出会 いの場 を教 師が設定す る。

学習のめあての把握

学
習
課
題
解
決
　
の
活
動

l子どもたちが先行経験,既有の知識に対比して

生じる心情。

・何 だ ろ う

・ど う な らて い るの だ ろ う

・お か しし、

・ど う な るの だ ろ う

・な ぜ だ ろ う

子 ど も、た ち が め あ て を把 握 す る こ とに .よっ て ,

学習 を進 め て い く方 向 性 が 明 らか に な る 。̀

そ の こ と は , 意 欲 に つ な が る。.

めあてを追求する活動の連輝に.よ.って,子ども

たちは,画料の学力(知識・理解`こ瀧力・態度)_を

獲得して_い.く。

その際,渦動の連廟性を支え~るもの,活動の方

向性を支えもものが,めあて意識であ′る。

l　　　　　　　　　ヽ′

「学習のめあて」′′を?かむことは,子どもたちにとって,今後の学習課題解決の方向性を明確

にする点で大きな意味をもつ,またそのことが学習意欲の誘発,、主体的学習活動今と.つながって

いくと考えられる。

3こイ学習のめ、あて」_と「めあて意蹄」・

学習のめあてをつかむとらろから学習課題の解決がはじまり「その栖動の方向も旦えてくる・。

子どもの意秘ま,めあてを追求しようとするものになる。:めあてに照らして学習括動を鹿開し,

活動の中でめあてに照らして事象を見ていこうとする意識をJめみて意談」1とよぶ羊とにする。

この「めあて意識」は,学習活動の連続性と方向性を支える重要な役割を果たす子どもの意識で
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あり,これがとだえると,主体的学習活動の展開は不可能になってくる。

したがって,授業構成にあたっては,まず「学習のめあてを,どのように把握させるか」とい

うことと,「めあて意識をどのようにして持続させるか」の二点が重要な課題となるのである。

4.「学習のめあて把握」と「めあて意識の持続」に生かす評価

子どもたちの意欲的,主体的な学習活動を支える上で,「学習のめあて」と「めあて意識」は大

きな意味をもつであろうことは先に述べたが,教師として,学習のめあてをどう把握させ,めあ

て意識をどう持続させるかについて指導,助言しながら学習活動の場を構成するとき,子どもた

ちの内面を知る手がかりとして,1つは,子どもたちの行動を観察する方法と,もう1つは,子

どもたち自身による自己評価の方法が考えられる。

これまで自己評価を位置づけた授業展開を試みてきたので,以下,そのことについて実践例を

もとに述べてみたい。

自己評価の方法も,子どもたちの発達段階に応じたものを求めて,現段階では,低・中・高学

年,それぞれに違ったやり方で実践している。

めあて意識に支えられた低学年理科の指導

2年「空気」を通して

1.低学年の子どものめあて意識

低学年の子どもたちにとっては,活動することそのものがめあてとなるようである。出会った

事象をよく観察し,自分の既有の知識や先行経験と対比して疑問を感じ,自分の活動のめあてを

設定し,それを追求していく活動をしていくというたような学習過程とはなりにくい。

したがって,低学年の子どもたちの理科学習においては,まず子どもたちの実態を把握し,子

どもたちの興味,関心を誘発でき,しかも指導内容が活動を通して体得できるような活動を想定

し,その活動へ子どもたちの主体的な意識を失うことなく導くよう'素材の選択,与え方によって

コントロールしていくような授業を構想することになる。

また,活動している子どもたちの意識を,活動の妨げにならない程度に,自己評価によって知

ることができれば,子どもたちの活動の様子を観察することとあわせて,授業評価に有効ではな

いかと考えて自己評価を位置づけた授業実践をしてきた。

2.子どもの実態を知るための事前調査

指導計画を立てるにあたり,次のような調査を実施した。(調査対象人数40人)

①

②

③

④

「空気」ということばを知っていますか

風車であそんだことがありますか

しゃぼん玉あそびをしたことがありますか

(からっぽのコップを示して)「この中に何が入っていますか。」

・空気が入っている

・何も入っていない

・わからない

人
　
人
　
人

2
4
　
1
2
　
4

⑤　(同じコップを机の上にふせて)「この中に何が入っていますか。」

・空気が入っている
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・何も入っていない

・わからない……………‥「…………・…

⑥　「空気を使ってあそんだことがありますか。」

・あそんだことがある

・あそんだことがない

⑦　「空気を使った道具を知っていますか。」

・ふうせん………7人　　　　　　・紙ひこ`ぅき………………3人

・ボール　………6人　　　　　　・動くおもちゃ……………・3人

・気球t・∴………3人'　　　　・その他

このような実態からみて,子どもたちは「空気」という.言葉は全員が知っていても,「空気その

ものを意識して追求した経験は少ないということがいえる。

そこで,本単元の指導においては,どのようにして「空気」を学習活動の対象として意識させ

るかということが授業創りの最初の課題となってくる。

3∴学習のめあてを喚起させ睾事象との出会いの場の構威

先の事前調査からも・わかるように,「空気」を,知っていても㍉「空気」をわや、ってはいないし,

意識として丁空気」を対象に活動した経験も少ない。そう、した子どもたちに「空気」を興味ある

~・対象と・して意識させるためには,'授業の導入部に工夫の余地がある。

本単元において提示した事象及び学習過程は次のよう-なものである。-.

①　左の図のような演示実験を見せて,子どもたち

の問題意識を,喚起させる。

かんの中の様子が見えないように,ふ.あきかんを

使用する。

ん・②1あきかんの中の布がどうなっているか予想させ

る。

・あく・までも自然事象との直接の出会いを重視し

たいので,・あま.り理論的にならないよ,うにする。

「自分の手で確かめてみたい」という気持ちを

重視して,次の活動に移る。

③　子どもたちの手で操作活動をする場を設ける。

ここでは,子どもたち個々の発想を大切にして,必要な器具を選択させるようにする。

素材はあらかじめ,数種類用意しておく。・

④　布がぬれないわけが,空気の存在と関係することに気づかせる。

(9　しょう油のあきパックを与えて,自由操作活動をさせる。

使用法については指示しな.いて,子どもたち個々に工夫の余地を残す。・ハ

しょう油パックは,底を切っておく。

⑥　学習カードに子どもたち個々に記入させる。
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4.めあて意識に支えられた活動を導く教具の工夫

低学年の子どもたちは活動的である。こうした子どもたちに,教師の意図する学習のねらいに

せまる活動をさせるためには場の構成が必要である。中でも,

うことは大きな要素となる。

ここで与えた教具は右の図のようなものである。しょう油

のあきパックを利用して,その底をぬいたものである。形状

も興味をひくし,透明で中の様子がよく見える。また,操作

する上で安全であり,入手しやすい利点もある。

この容器と,水入りの角水槽を与えて子どもたちに自由に

操作させ,空気に着目した多様な活動を通して,身の回りに

は空気が存在することを認識させることをねらいとした。

子どもたちの主な活動は,下の図に示すようなものであっ

どのような教具を用意するかとい

た。

また,活動の種類とその集計は,下の表に示す通りである。

これらはすべて空気に着目した活動であり,教師の革図する指導内容につながるものであると

考える。

子どもたちの活動

(重-
キャップをゆるめると
水面があがる

子どもたちの活動の集計

数字は人数(40人中)

活　 動 A B C D E F G H I J K L

人　 数 40 40 22 18 24 38 8 2 6 9 21 14
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5.活動のめあて意識を持続させる学習カード∴

低学年の子どもたちは活動好きであるが,1?の事象を埠求し続けることは軍手である。ただ

単に目の前の事象のおもしろさに興味をうげわれ,意越して事象を見つゆようとすることがなか

なかできにくい。

そこで,学習カードに記録させる手とを通して,事象を意識してみつめる態度を育成しょうと

した。ただし∴低学年の子どもたちにとってト操作活動をしながら記録することはかなりの負担

になると考えられるので,次に示すような簡単な項月のみにし声。
(1)学習カード記述例

L会葬均食む罫適聖域糎軍司当

ワ〉掃くち)已・2ナく/〉く当馳極
Pつlす1ヒごこき._事>つロヽ・ウメヒ;こと魯■■tr*し■lう_

千の年し.グ拘、て〃!こ
そ、:ワ弘を人石越
利:大束た現的

t,

1　一　み.つlす穴=

2　-」ヽ1-trl=慮つ′とこ=とがあれl■亡.■■trt巳

′

I

I

1

ヽ

＼

,

l

畑

′

粛
上
々茹

.
(
　
＼
　
＼併採触物納

岩音蠍鵠憤怒
勧っててお
3　-　着■　う4ウノへく

■●レh■つ亡です事

ともgちとだ州鵬ヽ

■tより.く▲うLt

定率誓彗軍莞監轡
○

tL 亡■.

○しよしと事. ¢

(2)学習カード,項目3の集計結果

きょうのべんさようは

r′ネ

歩奉ぜ巳坤駒瀬てヨ買′

(年月く一再・2鵡中く・あく中本勿丁え)
1・`みつ●ナ責=こと.わか,′とくことせ1■tF■まし4う.

二こ圭∴三i

2・聖稽竺票ホ坤再l禦一票がtJ

避一言

†こし7Kが●句∴
⊥.し紬ナー上て"加筆豊甘地

たくそ'んβも

2　-ふLtき.Cこ思つ1ヒことが■ら着ヽkr.■■tPlkL一う_

'、ヒ壱岩.'′譚・鵠でL

2瑠霊短ん隼
・専気の¶て"イJL璧うこ.‖六

3・tFi　うの一くんeJ　うl■:

村もしろかつ亡です0.

と恍ちとたす11■lヽt

■えより.くふうしたり

数字は人数(40人中)

回 旦 △、×
お も しろか ったで すか 、 3 6 3 1 0

[
; と もだ ち とたす けあ い ま し坤 、10 17 9 4

考 えた りふ くよ う した り しま したか 3? 4 2 ` 1

○

e
し槍 .

l事L t L t か.

6.自己評価力T_ド.

学習活動にめあてをもって取り組ませることは,理科学習の態度づくりにおいて重要なことで

あるが,それだけが学習のねらいではない。各単元別に子どもたちに定着させなければならない

ことがある。いわゆる確かな学力の定着である。めあてをもって学習活動に意姉的に取り組ませ

る授業創りを意図する背景には,・より確かな学力の定着を図りたいというねらいがある。

理科指導を通して身につけさせたい学力は,・観点別評価基準にあげられている四項目がある。

各単元別に,四項目に分けて達成目標を明らかにし,その目標達成のために授業創り‥をしてい

く必要がある。
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達成できたかどうかを見ていくとき,教師の客観的評価と,子どもたち自身による自己評価を

併せて評価していくことにより,個々の子どもたちのより確かな指導のあり方が見えてくるので

はないかと考える。

(1)自己評価カード

2年「空気」

観　 点 内　　　　　　　　　　 容
◎ ○

△ ×

知 ・理

ア. か らっ ぽ の い れ もの に も, 空 気 が 入 って い る こ

とが わ か った 。

ィ . 空 気 を水 の 中 に い れ る と, あ わ に な って 上 に う

か ん で くる こ とが わ か った 。

観 ・実

ウ . 空 気 を ビニ ル ぶ くろ や , か らの い れ もの に と じ

こめ る こ とが で きた 。

エ . 水 の 中 で 空 気 の うつ しか えが で きた 。

オ . い ろい ろな もの の 中 に空 気 が あ る こ とを, 水 の

中で た しか め る こ とが で き た。

科 ・思

カ . 空 気 の あつ め か た を い ろ い ろ くふ うす る こ とが

で きた 。

キ. 空 気 をつ か って い ろ い ろ な あ そぴ か た を くふ う

す る こ とが で きた。

開 ・畢

ク. 自分 の した こ とを人 の 前 で は っぴ ょ うで きた。

ケ . た い くつ しな いで , さ い ご ま でつ づ け られ た。

(2)自己評価カードの集計

数字は人数(40人中)

項 目 ◎ ○ ・△ ×

ア 3 2 7 1 0

イ 3 6 3 1 0

ウ 3 2 6 2 . 0

エ 13 2 1 6 0

オ 2 6 5 9 0

カ 4 23 1 1 り∠J

キ 8 16 14 り
∠J

ク 6 8 12 14

ケ 32 4 3 1

7.考察

自己評価カードの集計結果の桝から見て,ほとんどの児童が最後まで活動が維持できたことは,

事象との出会いの場が適切であったのではないかと考えられる。

学習カードに記入させることによって,児童の活動の内容や,経過,思考の内容がある程度と

らえられ,客観的に教師から観察する方法と併用すると,個々の児童の学習のステップを把握す

ることに有効である。

また,文字や図を用いて学習カードに記入することには抵抗があることが予測されたが,本時

に用いた程度の記録であれば,活動の妨げとはならず,かえってめあて意識を持続させる上で有

効であったと思われる。

低学年児童の学習活動を,児童の主体的意識を失うことなく教師の意図する学習活動に導くため

には,与える素材による活動のコントロールが大切である。

学習カードに記録することは,自分の活動や思考を整理することにより,問題をはっきりさせ

る点において効果がある。また,学習カードの項目3により,個々の児童の本時における問題意

識の持続度をある程度知ることができる。

自己評価カードで「さいごまで続けられたかどうか」という項目を設定しているのも,問題意

識の持続度をみるねらいからであるが,自己評価は自分自身による評価であり,それぞれの児童

の児童により評定尺度の基準が異なる点において唆味さが残る。今後の課題でもある。

(藤原　凡人)
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めあて意敵を喚起する問題づくりによる単元構成と自己評価

5年「光の性質」を通して

1　はじめに

わ七したちが理科の学習を通して子どもたちに求める姿は,次のようなものである。.「子ども㌻た

ち自らが,自然の事物・現象から問題を見つけ,自らの力で問題を解決することができる。」

このことには二つの要素を含んでいる。~一つは,子どもたち自らの力で,自然の事物・現象か

ら問題を見つけることができる。もう一つは,子どもたち自らの力で,その問題を解決する~こと

ができるということである。これから述べるのは,これらの力を育成する手だてについてである。

2　研究課題-

_子どもたち自:らの力で,自然の事物・現象から問題を見つけることができる。~子どもたち自ら

の力で,その問題-を解決することができる。この二つの活動を支えているのは,.学習の対象への

子どもたちのめあて意識である。これらの活動が子どもたちのめあて意識に支えられたものでな

ければ,子どもたちの活動は主体的な活動とはなりえない。

そこで,「子どもたち自らが,自然の事物・現象から問題を見うけ;良らの力で問.題号解決する

ことがセきる」.ような力を子どもたちに育成するために,次の・ような研究仮説をたてた。

仮説　1

各自がめあて革識を持って学習に取り`組むなら「このような力が育ら'セくるであろう。

仮説　2

各自のめあて意識が持続するような学習をしていくなら,このような力が育ってくるでろ

う。

仮説　3㌦

各自のめあて意識に個で取り組む場を経験し`てい`くなら,このようFな力が育ってくるであ

ろう。

以上の三つの研究仮説をたて,.そのための方策を次のように考えた云

._仮説1、に対する方策　_

単元全体のめあて意識を持たせるための,単元導入時における単元全体の問題づくりの場

の構成をする。

・仮説2′に対する方策

単元導入時に串ける問題づくりを,もとにして,めあて意識が持続するような単元構成をす

る。

仮説3に対する方策　′

自分一人で問題解決にあたる喝の構成をする。

仮説全体に対する方策

仮説1・2・3、を子どもたちの自己評価という形で評価し,またそれを指導の形成的評価

ともする。
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3.研究方法

(1)単元導入時における単元全体の問題づくりの場の構成

単元導入時におけるめあて意識の持たせ方には二通り考えられる。一つは一時間の学習のめ

あて意識を喚起させるものと,もう一つ.は単元全体を貫くめ串て意識を喚起させるものである。

これらのうち,単元を貫くめあて意識を喚起させることが,単元の学習を進める上で効果的

であるのはいうまでもない。

この二種類のめあて意識は,どのような自然事象と子どもたちが出会うかによって決まって

くる。そのため素材は充分吟味しなければならない。また,このめあて意識を喚起させるには,

自然事象に充分働きかける場が必要となってくる。そのためには,子どもたちが索材を自由に

操作できる場面と時間が保障されなければならない。

以上のことか,ら,単元全体のめあて意識を喚起するために次の方法をとる。単元導入時の事

象提示を工夫する。そして,.その事象と充分ふれ合う場をつくる。その活動を通して生じてき

た疑問から単元全体の問題づくりをする。この問題づくりの場の中でめあて意識を喚起させる。

(2)めあて意識が持続する単元構成

単元導入時に喚起されためあて意識が,単元終末の解決に至るまで持続していくためには,

単元構成ということが重要となってくる。単に事象と事象をならべて構成したのでは,めあて

単　　 元　　 構　　 成

単位時間 〉
(】) め日 あ吊 て 同 意 吊 識 吊

め`　　め　　　 め　　　 め　　　 め　　　 め
あ　　　 あ　　　 あ1　 あ　　　 あ　　　 あ
て　　　 て　　　 て　　　 て　　　 て　　　 て
意`　 意　　 意　　 意　　 意　　 意
識1　 識　　 識　　 識　　 識　　 識

意識の持続は望めない。そのためには,

一つの問題が解決できると新たなめあ

て意識が生まれ,その問題が解決でき

ると,また新たなめあて意識が生まれ

てくる。このように一時間一時間,相

互に関連しあって,問題解決に当るよ

うな単元構成が必要である。また,そ

の一時間一時間は単元を貫くめあて意

識に支えられたものでなければならない。

以上のことから,単元導入時の問題づくりの場でつくった子どもたちの問題を基にして,一一

時間一時間が相互に関連するように単元構成をする。そして,その構成に従って学習を展開し

ていくことによって,めあて意識を持続させていく。

(3)個別学習

子どもたちに主体的に自然の事物・現象を追求する力をつけるためには,自分一人で物事に

対処し,解決する場が必要となってくる。このような場を何度も何度も経験することにより,

自己を見つめ,そして客観化し,自己を変容させていく力がついていくものと考える。しかし,

単 元　　 構 成

導 終
入
部

展 開 部 末
部

個別■ 一斉 ・個別

単元全体をこのように個別で学

習するにはひじょうに困難があ

る。

以上のことから,単元導入部と

終末部を個別学習とする。単元

終末部の個別学習は理科新聞づ

くりという活動にする。これは,

導入部の各自が持った問題で,単元の学習の中で解決できなかったもの,あるいは単元の学習

の中で新たに生じてきた問題を,自分の力で解決にあたり,理科新聞という形でレポートする

ものである。こういう方法によって,各自のめあて意識に個で取り組む場を経験させる。
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(4)自己評価

単著反省カード_

朋 ` 目 名一日 サ ー〟 lj′久 I .

○攣晋のめあて
酎 帆 舶 ! 柑 撃 血 相 lW ・・~ ′'r T

l碩 ・j 経 ろ 心

今日の家とめはで■たか

攣 。　　　　　　　　　　　 テ
2　■　　　　　　　　　　　　 尊慮

の　　　　　　　　　　　　　　 え・

.はめ　　　　　　　　　　　　　 も方うみ `　　　　　　 l　　　 こ臨
書て　　　　　　　　　　　　 とは
O は　　　　　　　　　　　　　 が
宣+ 、ヾ し 十 ・; ' t

か　　　　　　　　　　　　　　 た
ぉもしろかったか　 か

0 今日の鱒楯で、もう少し叫べてカ年いところ・よくわも
らなかったところ、ふし者に思った七とう　 ・

㍍ 山 中 む 1元 来 軋 抽 組 成 明

厨 うや、

自己評価は,本来子ども白身が自己をみうめ,自己を

変容さ漣でいくものである。一方∴指導者側からみると

この自己評価は,:授業諌価ともなるのであ・るふ

具体的には左の表のような学習反省カードを使って,

授業評価しょうとするものである。」呵項目を三段階の評

-・定尺度はくできた・ふつう・で'きない)`(おもしろい・

ふつう一・おもしろくない`)で記入し,されを結ぶ。:、また,

「今日の学習で,もう少し調べてあた・いところ,よくわ

・か~らなからたとこ・ろ,-・ふしぎ`に思っ4たと土ろ」・を記述す

rhる。特に最後の項にどのように記述するかによ`らて子ど

もたちゐめあせ意識を評価する。

以上のように,1自己評価を工夫するこ・とによって,仮

説1・2・3を評価する′こ

4∴実践例「'5年・光の性質」

(1)単元導入時における単元主体の問題づくりの場の構成　　　　　　　　　2

第二次・第1時.の学習内容は,∴l三つの素材(虫めがね・害形ガラス・白くぬ'った金属疎)を

使っての自由試行をし;土の活動から問題づくりをし一転

た。臭体的には,晴天の日をね1らっ手　この三つの素.

材を全員に与えて,、光の進み方を由べる活動を各自事

由た行なわせた。・この活動の中で生じて、きた「疑問に

思うこと・1調べそみたい1こと」:をまとめると,、次のよ

うになる。人数は37名であるが,-複数解答のため合計

ア
　
イ
　
ウ
エ
オ
　
カ
　
キ
　
ク
　
ケ
　
コ
　
サ
　
シ
‥

レンズを通った光の進み方　(37名中)11名

ガラスを通った光の進み方

光の進み方をはっきりさせる方法

光の進み方

光の屈折

光の反射

光の直進

日光の進み方-′

電灯の光の進み方、

水での光の進み方

光が一点に集まるところの名称

光を通すもの.・通さないもの

え　虻

七　光の速さ

ゾ1虫めがねでものが焼けるわけ

~ク　ーなぜ光があ・るのか

チ　レンズのわーくの反射

00　　2　　1　　1　　1
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人数は多くなっている。破線から下は,

五年の学資内容とは直接かかわらないも

のであるが;・発展的内容である。′1

これらの項目の中で虻が多数でている

のは∴与えた素材の⊥らに台形ガラスが

あらたためである。~この台形ガラスの三

角形の部分に当づた光によらて,プリズ

ムに当ったように虻ができ'たためである。

こ,れらの子ともたちがつくった問題を

もとにしそ,本単元のヰ心課題を「とつ

レンズを通った光は∴どのようた進むの

なろう」と設定して,単元構成を(した。

この第二次・第1時の活動,問題っく

りの活動は子どもたちにどのように受け

とめられて・し.-るか∵自己評価オ言下の「お

もしろかったか」′の項で調べてみた。お

もしろい.(34名)・∴ふつう」・(31名)しこぉも



ツ　太陽を見つめてはいけないわけ　　　　1
しろくない(0名)の結果であった。こ

の学習は単純な活動のようにみえるが,

子どもたちにとっては興味深い学習となっている。

(2)めあて意識が持続するような単元構成

中心課題「とつレンズを通った光は,どのように進むのだろう」と追求するために,単元導

入時に子どもたちがつくった問題を基にして,めあて意識が持続するような単元構成を次のよ

うに考えた。

単 構　　　　　成

次　　 学習内容 学習形態　 前時と本時をつなぐめあて意識

次

次

光はどのように進むのだろ

個　　 う。

別

電灯の光でも光は集まるの

是　 2・電灯の光

汗 とつ;ン)

と 5三 の)

だろうか。

電灯の光と日光の違いは何 ・

だろう。

虫めがめかないと、光は集

まらないのだろうか。

次

四

次

五

次

六

光はとつレンズの中をどの

ように進んでいるのだろう。.

なぜ、とつレンズの中心の

幾 ;‥ガラ; )

8・≡ )
栞 1三 )

光 10・孟亘 う

蓋 11・光と喜 )

光は直.進 し、両はしの光は

くっ折するのだろう。

水の中でもガラスと同じよ

うに進むのだろうか。

光はどのように反しゃして

いるのだろう。

斉

とつレンズを通った光が-

点に集まるわけを考えよう。

光が一点に集まると、レン

ズもあっくなるのだろうか。

学習したことを、もっと調

抽 理科新聞

ノー.~~..、ヽ
′′　　　　 、ヽl

個　　 べてみたい。

次 別
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第一次は,学習のめあて

喚起の場である。この場で

つくった問題をもとにして

単元構成がしてある。

第二次は,中心課題追求

の前提となる学習である。

つまり光のくっ折や反射

を学習する前に,電灯の光

でも日光でも同じように光

は直進するという概念が必

要となるからである。

第三次も中心課題追求の

前提となる学習である。中

心課題「とつレンズを通っ

た光は,どのように進むの

だろう」を学習する前に,

とつレンズというものの概

念形成が必要となってくる。

つまり,水であろうとガラ

スであろうと,プラスチッ

クであろうと,中心が厚く

端がうすい透明なものとい

う概念である。

第四次は,この光の直進

の概念ととつレンズの概念

のもとに,中心課題を追求

しょうというものである.)

第五次は,・第一・二・三・

四次の過程で生じてくるで

あろう,発展的学習である。

第六次は,課題追求の過

程で生じてきた問題,第一一

次の間題で未解決の問題の

解決の場であり,発展的学

習である。



一　 次 二 ′次 三 `次 一四 ・次 五　 次 六　 次

問題づくり 中心課題の 中心課題 中心課題の

、? 学習 . 前提 となる学習 追求の学習 発展 となる学 習

子どものつ

くった問題

の位置づけ

ウ・キ・ク

ケ・サ

ア・イ・エ

オ・カ・コ

シ ス・セ・ソ

タ・チ・ツ

また以上の学習の一時間一時間に

ついては相互に関連するよう,めあ

て意識が連続するよう構成してある。

こ以上述べてきたことと,`子どもた

ちが第∵次の1時でつくった問題の

位置づけをまとめてみると,左の表

のようになる。これに従って実際に

学習を展開していった。

この単元構成での実際の学習の結

果,子どもたちにどういうめあて意識が一時間一時間生じてきたか,学習反省カードの「今日

の学習で,もう少し調べてみたいところ,-よくわからなかったところ,ふしぎに思ったところ」

の項で調べてみると次のようになるふ[=]で囲んだものが予想しためあそ意識である。またと

りあげたものは人数の多い順で,主なものである。

2時(電灯の光)　　　　　　　　　(37名)

なぜ光によって集まる位置が違うのカ 2名

・光はどのように進むのか　　　　　　1

・電灯やろうそく-の光でもこがせるか`2

・どんな光でも集められるか　　　　　2

4.時(とつレンズ)、　　　　　　　(38名)

・Ⅱは何というレンズか。　　　　　　3名

・中がつまってないと集まらないのは　3

・なぜ,一点に集まるのか　　　　　　3

・レンズからでた光の進み方は　　　　~2

6時・7時(ガラス)　　　　　　　(36名)

・なぜ焦点に集まるかもっと詳-しぐ`'7名

・なぜくっ折するのか　　　　　　　　　6.

水でもくっ折するのか

・どのようにして反しゃするのか　　　2

9時1(反tや)　　　　　　・(37軍)
・光を通すもの通さないも.のの進み方　5名

・なぜ反しゃするのか　　　　　　　　　5

一・なぜ同じ角度で反しゃす.るのか、　　4・F'

・水の中でも反しゃするのか　　　　　4

11時(光と熟)

・透明なものはなぜ光や癖を通すか　6套

虻はどうしてでき、る:のか

3時(日光と電灯の光)一

・日光と電灯で焦点距離が変わるのは

・焦点距離はどれくらいか

・電灯も遠くなると平行になる-のは

レンズで いのか

5時(レンズの中)

・水の中での進み方は

・レンズ以外でも,くっ折するか

・なぜ両はしはくら折するのか

なぜ真申は直進するのか

8.時(水)

どのように反しゃするのか

・水・ガラス以外の進み方

・なぜガラスと同じようになるのか

・光を通すもの・通さないもの

10時(とつレンズを通る光)

t虻はどうしてできるのだろう

・全反しゃのきまりはあるのだろうか

・凹レンズで光を集めちれるのか

・プリズムで調べてみたい

黒いとよくあたたまるのは

全反しゃのきまりはあるのだろうか

(38名)

6名

4

3

2

(38名)

5名

5

4

3

(36名)

14名

8

2

2

(36名)

6名

6

3

1

(38名)

2名

2

以上が,・子どもたちの自己評価(学習反省カード)から見た,、一時間一時間に生じためあて

・・意識を調べたものである。これを分析してみると,前の次からつぎの次へ移るとき,次と次の
J

∴つなぎがひじょうにむずかしい。しかし,次の中はうまくいったのではないかと考えられる。

特に,四次の中心課題追求の構成はむりがなかったと考えられる。

(3)~個別学習

本単元では,・第一次(1時)と第六次(12・13時)が個別学習となっている。第一次につい
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ては(1)で述べている。ここでは第六次の学習,理科新聞づくりについて報告する。

理科新聞のおもなテーマ

虻　　　　　　　　21名

学習のまとめ　　　18

光の速さ　　　　　　12

ものの色　　　　　　2

とつレンズによる像　2

乱反しゃ　　　　　　　2

この理科新聞は第五次の学習終了後,次の時間は理科新

聞の学習であることを予告しておき,テーマを決め,資料

を準備させておく。この理科新開は必要であれば,どこの

場所で作製しても良いことにしている。子どもたちは教

室・図書室・理科室などで作製してヤーる。

左の表が子どもたちがとりあげたテーマの主なものであ

る。人数は36名であるが,複数テーマにしているものもい

るため合計人数は多くなっている。このテーマを見ても,

学習のまとめをテーマとしている18名を除いて,最初の間

題づくりでつくった問題で解決できなかったもの,あるいは問題追求の過程で生じてきた問題

をテーマにしているのがよくわかる。

5.考察

(1)単元導入時における単元全体の問題づくり

この問題づくりで最も心配なのは,指導者の意図したような問題づくりをしてくれるかどう

かである。このことは,子どもたちが出会う事象に条件操作を加えるならば,かなり意図した

内容に近づくことがわかった。例えば,「魚の育ちかた」では一対のメダカを観させる,「星の

、動きかた」では8時と10時の2回観察させる,この「光の性質」では虫めがね・台形ガラス・

台の三点を与えるなどである。しかし,どうしても意図した内容とはずれるものがでてくる。

これらの対処の一つが理科新開である。

次に,この活動がめあて意識の喚起の場となっているかどうかであるが,子どもたちのアン

ケート調査「最初に問題づくりをして進める学習は,今後もしてほしいですか。」によると,.次

のようになる。

・してほして　.(37名中)34名　　　　※してほ.しい理由(多い順に三項目)

・どちらでもない　　　　　3　　　　　　・なにをするか前もってわかるから　・14名

・してほしくない　　　　　0　　　　　　・自分のわからないことがわかるから　　7

・やりがいがある・やる気がある　　　　4

この結果からみると,かなり単元の学習に対するめあて意識は喚起されていることがわかる。

(2)めあて意識が持続するような単元構成

単元全体の構成は次のようにしている。学習のめあて-→中心課題追求の前提となる学習

-→中心課題追求の学習-→中心課題の発展となる学習。また一時間一時間は相互に関連しあ

うように組んでいる。しかし,子どもたちのつくった問題をもとにしての単元構成はかなり努

力を要する。

このような構成でめあて意識が持続するかであるが,「光の性質」の単元の例でもわかるよう

に,中心課題追求の学習はかなりうまくいく。しかし一次と二次,二次と三次というような次

と次のつなぎがひじょうにむずかしい。この次と次のつなぎでの子どもたちのめあて意識の転

換が困難である。子どもたちは一方向に真直ぐ進んでしまう傾向がある。

(3)個別学習

個別の学習は,最初の問題づくりの場と最後の新聞づくりの場しか組んでいない。今後は単

元の展開部でも組んでみたいと考えている。

単元最後の理科新開づくりでは,内容的にも時間的にもひじょうに個人差がでてくる。今の

ところ2時間という時間内で活動しているため,未完成の作品もでてくる。この活動を子ども
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たちがどのようにとらえでいるか,「理科新聞づくり'は',今後も七てほしてですか。」というア

ンケート錮査をした。　　　j

・してほしい(37名中)37名:※してほしい理由(多い順に四項目)

・どちらでもない　　・0　　・おもしろ亘　楽しい19名　・復習になる　　　3名

∴してほし-くない　　　0　・・他人の作品が鬼れる　3　・まとめになる　3

全員がしてほLrいと嘗えている、ところを鬼ると,理科新聞づくりという学曽は大変好まれて

いることがわかる。しかし,作品ゐテーマの中に1「学習のまとめ」がでてきたり;アンケート

の理由の中に「復習になる・まとめになる十かみられるところからみても,自らの問題を自ら
、

の力で解決する場とはなりえセない部分も.ある。

(4)臼.己評価

現在実施して.い・る学習反省lカ⊥ドによる自己評価を1,もっと境目を細かく・したり,記述を多

くして精度を高めることも考えられる。しかし,毎時由実施する,・子どもに女担がかからない

指導者にも負担がかからないという条件を考えると,現在実施している方法に落ち着く。・

この自己評価を子どもたちは,どのようにとらえているれ「学習反省カードは,自分にとっ

て役にたっ、せいますか。」というアンケート調査をした。結果は次の通りである。

・役にたっている(37名中)22名・ども古でもない一14名~・役にたっていなし十11名

また,′「学習反省カニ幸は「今後も~してほし高ですか占、」に対しては次のようセある。

・してほしい　　(37名中)23名・どちら七も1ない1113名Ii・・してほしくなら　▼1名

※してほしい哩由一`(多い順に四項目1)　※どちらでもない理由(主なもの)

・反省になる　　　　　　　8名　　・書くだけのような気がす盲・　　　:イ1名

・次の時がんばろうと思う　　3　　　・役はたづ時と一たたない時がある　　　1

・役にたつ1　　　　　　・13　　　　ニ・∴書くのが大変、　　　　　　　　　11

・その日何をしたかわかる　　3　　　　・書いても変わらない　　　　　　　　　1

この結果から,‥多:くわ子どもは自己評価の必要性,大功ぎを認めているが,まだまだ子ども

たちに自己評価の必要性を認醜させなければならない。そうしないと,子ども`たちの本音が自

己評価に表われてこか-。rつまり自`己翻酎こ正当性が欠けてくることになる。そ:のために,子

ども自身にはっきりとしためあてと∴そウの評価の観点が把握されなければならない。また,こ

の自己評価を授業で生tかし,認めてやる場の確保もし、なければならない。・
(弘法　泰英)

二　参考文献

d初等教育　24号　　　広島大学附属東雲小学校教育研究会・・　1-984

0初等教育　33号　　　広島大学附属東雲小学校教育研究会　　1986
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事象提示と自己評価による学習のめあてづくり

-6年「もののあたたまりかた」「地層」を通して-

1.はじめに

ぼくは,まだ1度も地層見学に行ったこ

とがなかったので,庄原での地層見学はた

いへん関心がありました。何枚にも重なっ

た層はきれいでした。これから理科の授業

で学習するのによい資料となりました。話

は変わり.ますが,自分の家の真にがけがあ

ります。しかし,これまではそんなに気に

とめていませんでした。これからはこのよ

うに身近にある貴重な資料を大切に見てい

こうと思います。(Y男の日記より)

理科という教科は,自然の事物・現象に児童が問いかけを行うことから始まる。問いかけのス

タイルや方法,問いかけの程度は児童のそれまでの経験や関心,興味によって違いがあるのは当

然である。しかし,共通しているのは,「なぜだろう。」「どうしてだろう。」「おや。」「こうなるの

ではないか。」などの疑問の形で行われていることである。冒頭の庄原市の地層見学においても次

のような疑問や問題をもっている。

○地層はどんな物で出来ているのだろうか。

○しま模様は奥や横に続いているのだろうか。

○化石はみつかるだろうか。

○地層が次々と稗もる順番は決まっているのだろうか。

○地下水がしみ出ているのはどうしてだろうか。

○地層(しま模様)はどのくらい前にどのくらいの時間をかけてできたのだろうか。

○しま模様の色や厚さが違うのはなぜだろうか。

○その他

こうした疑問や問題をソースに授業を構築していくことで「自ら学ぶ意欲・態度」を育成しよ

うとするのが本研究の構想である。

(1)学習のめあてづくり

児童が自然の事象に出会い,事象の中に自らの疑問や問題をもち,その解決のための活動が

展開されていくのが学習である。しかし,授業となると必ず指導の目1標がありこのような子ど

もを育成したいというねらいがある。指導者が設定したねらいを児童の学習過程に位置づく工

夫をしていくことで学習を推進させようとするのが「学習のめあてづぐり」である。児童は自

らの疑問や問題として意識し追求していくわけである。

学習のめあてづくりを事象提示と自己評価によって行っている。

①　事象提示による学習のめあてづくり

事象提示は,児童の先行経験との間に矛盾やずれが生じるような事象が効果的である。そ

してこの矛盾やずれから生まれた疑問が問題意識(学習のめあて)へと高められるものでな

くてはならない。あまりにも子どもの実態からかけ離れたり,発達段階を無視したものの中

では問題意識まで高まらない。そのためには,子どもたちの実態を充分把握して事象提示を
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行わなければならない。

ここでうまれた問題意識には,単元全体を貫く場

合と次時への問題意識につながる場合とがある。右

図の例は,「空気と水の温度とかさ」(4年)の事象

提示であるがふん水実験が単元全体,しゃぼん玉実

験が次時への展開の場合である。

②　自己評価による学習のめあてづくり

t学習活動の過程において児童は,つまずいたり,ずれを生じたりなどの様々な学習状況が

潜在的に存在す-るはずである。こうした状況は顕在的に表れることもあるが,概して教師の

敷いたレールにそって進められているのが一般的である。しかも児童一人ひとりの学習状況

の把握となると物理的にもかなりの困難を伴うことになる。

しかし,意欲に支えられた主体的な授業を構築するためには,可能な限り児童の学習への

参加状況を把握して,実態に基づいた単元構成や指導の手だてを行うことが大切である。.

自己評価は児童が自らの学習状況を自分で知ると

いう自己理解,自己実現,自己教育力を培うと同時

に,・指導者サイドの教育評価に学習者の評価を加え

て総合評価を行うというねらいをもっている。これ

までの実践で次のよ・うな点が明らかになった。.

0　学習活動を推進する児童の意識の状況が分かる。

・　問題解決活動への取り組み(意欲や関心)

・　次活動への見通しの度合い

○　学習活動の内容理解と次活動の内容(問題意識)

導

者

動

llヨ
ノし

童

が分かる。

自己評価によって送られてくる児童の学習への取り組みの状況を学習のめあてとして位置

づけていこうとするものである。

2.実践事例I-6年「もののあたたまりかた」(事象提示による学習のめあてづくり.)T

(1)単元のねらいと研究の視点

金属やガラスなどを熱したとき,熟の伝わりやすいものと伝わりにくいものがあることから

金属やガラス,水などを熟して温まり方の違いを調べ、物の温まり方には,伝導と対流による

熟の伝わり方があることを理解させる。また,物を温めたときの体積や重ぎを調べ,体積が増

しても全体の重さは変わらないことに気づかせるb　本単元の構成は,物質を熟の伝わり方の違

いで見ていくと同時に熱をエネルギーとしてとらえてるものである。それだけに具体的な事象や

観察・実験のデータをもとにした活動が重要になってくる。児童にしっかりとした学習のめあ

てをもたせる方法として,1つの事象を提示してそれからおこ、る問題を学習のめあてとして追

求させる実践を行った。自分の既習経験と′事象との間に起こる疑問は児童固有のものであるだ

けに解決活動はより意欲的に展開されるであろう・という仮説であり,研究の視点である。

(2)指導の実際

ガラスと金物の温まり方、(伝導)の学習を終えて,第二次(水や空気のあたたまり方)の展

開に当たって右図のような実験をして問題づく・りを行った。
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提示した事象

提
示
し
た
実
験
で
各
班
が

も
と
め
た
デ
ー
タ

水温

堆(℃)
は じめ 上の方 下の方

1 17 92 2 6

2 22 8 5 25 .5

3 12 86 19

4 2 3 8 6 24

5 16 90 25

6 13 87 17 .5

7 17 82 30

8 12 .5 92 2 5

9 11 97 2 5

0試験管に水を

入れて,中ほ

どを熱する。

0熟するのをや

めて上の方と

下の方の水温

を測る。

0上の方と下の

方をさわって

みる。

上の実験から児童が考えた問題は次の通りであった。

上・下の水の温度差はなぜ起こるのか。

水にオガクズを入れて,いろいろな部分を熟してみる。

試験管の下の部分を熱すると水温はどうなるか。‥…‥

金属の温まり方との違いはどんなことか。‥‥……‥・・‥

容量の小さい試験管の場合はどんな結果になるか。・…

上・下どちらが速く熱が伝わるか。…・‥・・……‥…‥…・

下の水が温まらない理由は。

(クラス37人)

熟する位置を変えると温度はどう変わるか。

熟したときのあわはなぜでるのか。…‥…‥

温まった水はなぜ上へ行くのか。・…・‥…・・・

容器が金属だとどんな温まり方をするか。・

22人

6人

10人

4人

2人

2人

6人

4人

1人

2人

1人

はやく全体をあたためるには上・中・下のどの位置を熟したらいいか。…　1人

空気をあたためたらどんな温まり方をするか。…………………………・‥∴、‥　1人

これらの問題を話し合いによって整理すると次のようにまとめられた。

④　試験管の大きさを変えて調べる。(⑤)　　　→大・中・小の試験管で実験する。

⑧　熟する位置を変えて調べる。((診,⑧,⑲)-→上・中・下の位置を熟して水温を測る。

⑥　容器の種類を変えて調べる。(⑳) →ガラスと金属の容器で実験する。

⑳　水や空気の温まり方のきまり(対流)に関係するもの。(①,②,④,⑥,⑦,⑲,⑬)

⑨番の問題については,4年生の「水・水・水蒸気」の学習を想起させることで解決できた

ので④,⑧,⑥,⑳の問題を解決する活動に移っていったが⑳の問題は,④,⑧,⑥の実験後

に残すことにした言実験は,グループ各に自由選択させて行わせた。④,⑧,⑥の実験から⑳

の対流の現象を観察する実験,さらに温まった水が体積は増えるが重さに変化がないことを検

証する実験へと児童がとらえた学習のめあてにそった展開ができた。このように事象提示を動

機に学習のめあてづくりをさせる指導は,自然の事象を科学的に見る態度形成の上でも大切で

ある。
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3.実践事例Il-6年「地　層」(自己評価による学習のめあてづくり)-

(1)単元のねらいと研究の視点

地層の重なり方や地層を構成している

物の特徴を調べたり,広がりをキらえる

ことによって地層のでき方は水のはたら.

きなどに関係があることを理解させるこ

とをねらいとしている。そのためには`,

直接,野外の地層の観察から問題を発見

し解決していく展開が望ましい。本学級

児童の地層に対する関心は高く,単元別

興味調査において第1位を示した。しか

し,実際の地層を見学した児童は少なく

関心の対象は美しい縞模様や化石採集に

単　　　 元　　　 構　　　 成

認

識

の

深

警護雷罫 '土質柱 第三次(4' 締 筐

第二次(2)　　　　　　　　　　 ル

霊雪窯喜,'　 群撃プ議
た　　　　　　　　　　 ろで 付

ま
り

i軍曹 …　 離 !、;

よ

活　　 動　　 の　　 広　　 が　　 り

とどまっている。そこで総合学習「道後山」で訪れる県北の新第三紀層の観察をきっかけとし

て学習を展開した。(実際の地層見学後の疑問や問題は本稿の冒頭に示す。)

本単元の構成は内容の特性から指導者側の目標や計画に比重を傾けたが各分節,各活動後に

実施した児童の自己評価の結果を最大限,単元構成に生かすことで学習のめあてづくりにせま

ることができるかを研究の視点とした。

ここで自己評価の方法について簡単に述べておくと,

(右図が評価カードの実際である)5つの項目を設定し

て各項目を5段階の評定尺度法によって記述するもので

ある。学習活動における情意的側面を到達目標化して探

ろうとするものである。中でも直接,学習のめあてづく

りにかかわるのは,項目1と5であり,特に5の「次に

やってみたいことがはっきりしたか。」を個別に見たり,

学級集団として集計することによって本時の活動状況を

分析し,次活動へのめあて意識の度合いや内容を把握し

ようとするものである。項目2・3・4についても学習

形態や活動の方法について多くの情報を与えてくれて授

業づくりに重要な項目である。

(2)指導の実際　(第三次,広島デルタ,モホール計画)

「広島デルタ,モホール計画」(第三次)は,地域の自然の教材開発の例である。単元構成は

第一,二次で実際の地層見学や視聴覚教材などを利用して,地層の様子やでき方の学習を行う

ことで地層についての概念形成を終えておき,第三次でさらに認識の深化　拡大をはかろうと

したのである。

教材化した内容は,太田川放水路に広がる砂州の堀

削・観察である。この活動は広島デルタの形成が地層

でつくられているだろうという予想の検証として位置

づけた。その地層の最上部の川原(砂州)を観察する

ことでデルタの内部を推論しょうとするものである。

観察の主なものは次の4点である。
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・太田川放水路流域の砂州の分布　(観察カード①)

・砂州全体の広がりや起伏　(観察カード②)

・砂州堀削断面の様子　(観察カード③)

・砂層のクロスラミナ　(観察カード④)

野外での観察や活動を効果的にするために画用紙に観察指示をしたカードを各自に4枚ずつ

渡して記録させた。

砂の層に見られるクロスラミナの観察風景　　　堀削した穴に粘土の層を発見したグループ

観察カードの記入例

腑 カー ド⑳　 柵　 東 泉 司

●l・ヽ一t　°
茶砂州 の摩れに掘 った柚子のスケ ッチや気付

させ禽さなさい.

くCれ 〉

O

lO

:砂 .

-t▼

. サ 竺 阻 二 三 二 ・. .
い = 示 川 示 苛 の 訂 )

・ ・づ　　 〇　 ・〇

IO

40

ヽ
_　　　 -ユーー

・:ノ ・・・・一 、号
●　 げ　　 .・ニl
車や 砂 磐 や '・と

卯

u I

lが

Q　 ・　 - '‥ I

t- ′..
ヽ′

.′せ ' 尤 ′

ヂ 3 有 1 - i ・イ く∫

¢ 一一　 ¢　　 ・■
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学級プロフィール

1今日の問題についての興味や
関心の深さ。

2問題を解くための予想や観察
実験を考え,記録できたか。

3分かったこと,疑問に思った
ことなどの発表ができたか。

4 友 だ ち と協力 して根 気強 く学

習 がで きたか 。

5次にやってみたいことがはっ
きりしたか。

この活動の自己評価の学級プロフィールは上

図のようであった。項目1と5の評定が高いこ

とからも学習のめあてが明確になっていること

が分かる。項目5の内容の主なものは次のよう

であった。

・砂の層にある斜めの模様はどうしてできた

のでろうか。

・　地下水が出始めた層の下に粘土の層がなか

ったのはどうしてか。

・　もっと深く掘ってみたい。

・　化石は出てこないのだろうか。

4.考察

(1)事象提示による学習のめあてづくり(もののあたたまりかた)

ぼくは,水のあたたまり方の問題づくりの実験で

上と下の水温の差が62度もあるとは予想はずれでし

た。まん中をぬくめたんだから下の方ももっと熱く

なると思っていました。そして,自分の問題はいろ

んな場所をぬくめる方法にしました。実験の結果,

下ほど温度の差が小さいことが分かりました。この

ことからぬくもった水がぐるぐるまわるからかと思

いました。　　　　　　　　(K男のノートより)

事象を見つめ,事象から引き出されてくる問題(学習のめあて)は,事象の中に解決の糸口

やきまりが見つけられることを上記の内容から読みとることができる。理科の好嫌調査に「埋

科は実験があるから好きです。」というのがあるが,実験のための実験であっては困るのであっ

て,実験や観察は児童がいだく疑問や問題(指導者側の目的や目標)を解決するための手段な

のである。

学習のめあてという形で児童一人ひとりが目的意識をもった学習活動を創造していくために

事象提示が果たす役割りの大きいことが分かった。しかし,いかなる事象をいかなる形で提示

するのが児童により高いめあて意識を喚起することになるかの研究はまだ道が遠い気もする。

さらに,この研究課題は,学習活動の個性化という側面も含んでいる巾の広いテーマであるこ

とも分かってきた。
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(2)自己評価による学習のめあてづくり(地層)

本単元を通じて学習のめあてが形成され,持続できたかを自己評価から考察してみると次の

ようなことが考えられる。

次　　 分
地層の ようす、 地層ので き方 砂 州　 観 察 観察の まと'め

(2 - ② ) ( 2 - ④ ) (3 - ③ ) ( 3 - ④ )

ラ　 濫

ン
ク　　　 90
5

の　　　 80
誓　 7。

の
割　　　 6 0
合

.　　　 50
罵　 40

覧　 30

84 %
8 0 % 8 1%

92 %

」

土質柱状図

(3-⑤)

項 目 5 の最多

・化石を採集 ・化石採集 し ・層にある斜 ・もっと深 く ・他の場所の

した り, 調べ 時代 ・骨 ・分 めの もようは ほ りたい (学 柱状図

(14名)

人数の内容 たい か ること どうしてでき 校附近)

(11名) (14名) たか ( 9 名) (14名)

上図は,本単元の学習の中で行った5回の自己評価を整理したものである。理科学習の記録

(自己評価)の項目5(次にやってみたいことがはっきりしたか。)で最高ランク5にマークし

た割合は,84%・・→80%-→81%-→92%-→83%(平均84%)となり,学習のめあてが持続

した単元構成であったということができる。中でも,第三次「広島デルタ・モホール計画」に

入っていくとめあて意識が一層高くなっていっている。これは自分たちの住んでいる自然を自

らの体を使って調べるという活動の豊かさに加えて,具体的な活動からめあて意識が喚起され

やすいという事象提示による学習のめあてづくりの裏付けとしてとらえることができる。

また,地質学の上で地層の同定などに化石の存在が重要視されると同様に本単元を展開する

上でも(児童の化石についての関心は非常に高い)扱いの上の工夫によっては有効な素材であ

ることが自己評価から示唆された。　　　　　　　　　　　　　　　　　　(福本洋雄)
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